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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

デザイン思考要求工学的手法を用いたNPO団体間の
情報連携による災害ボランティア活動最適化の提言

とちぎボランティアネットワーク 豊島 健

使用したツール・フレームワーク（一部）

ボランティアモデルキャンパス(VMC)

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決
災害ボランティア活動の相互協力には「LINEグループ」
や「電話」、「メール」、「口コミや他団体からの情報」に
頼っているのが実情.情報が十分でない事から、現地到
着以前・直後において、ある団体が活動している情報を
事前に知り得ることがなく、ほぼ同時刻において別の活
動団体が活動する場合、所謂「空振り」となるケースも散
見され、効率的なボランティア活動管理、活動後の課
題・経過分析には多くの障害が残されている．

NPO団体間の情報連携を強化し、災害ボランティ
ア活動を最適化することで、より効果的で効率的な
支援を実現し、被災者のニーズを正確に把握し、迅
速な対応を可能にするために、ペルソナ、CJM、
GDTA、現地インタビュー（つぶやき）を用いて必要
な情報を精査。つぶやきの内容はkintoneでDB化し、
ボランティアモデルキャンパス(VMC)によって引継
ぎを行う.

期待される成果

BMCの様な項目類の他に、成功事例、失敗事例、活動実績・成果
、今抱えている課題や今後の復興・復旧計画について提示.
⇒被災地・被災者の方々の声を大切にする

・効果的な情報連携と支援体制の確立
・被災者支援の質の向上と効率化
・NPO団体間の協力関係の強化及び活動内容の共有

各種フレームワーク
を活用して、参加者
の体験を向上させ、
ニーズに応じた柔軟
な対応を設計
GDTAやユースケー
ス図を使い、各団体
間で情報を統合・共
有し、具体的なアクシ
ョンを明確化

⇒より柔軟かつ持続可能なボランティア活動を展開


